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「デジタル教科書」の効果的な活用の在り方等に 

対する意見について 

 

 

 平成30年 8月 7日付、貴課事務連絡にてご依頼のありました、「『デジタル教科

書』の効果的な活用の在り方等に関するガイドラインに関する意見聴取について

（依頼）」について、本会学校保健委員会委員からの意見を踏まえ、下記のとおり

意見を提出します。 

記 

○ 内科・小児科分野の意見 

⚫ デジタル教科書ではポイントとなるところにカーソルをおき、関連事項にジ

ャンプすることができるはずだが、子どもによっては教師の指示でこの作業

をスムーズに行えないかもしれないこと、あるいは、教師から指示されない

うちに、別のページを勝手に開いて、授業とは関係ない作業をしてしまう可

能性もあることへの検討が必要。 

⚫ デジタル教科書を表示するスクリーンのサイズも検討する必要があると考

える。持ち歩きに便利な軽量や小型端末で文字サイズを大きくした場合、紙

教科書１頁を１画面内で表示できるのか、たとえ表示できても文字が小さく

読みにくくなることもあり得る。一方、文字を拡大する機能を使った場合に

は、１頁を一望し全体を把握することが困難になる。大きなスクリーンの機

器を使用した場合、どうしてもその重量が重くなり、低学年の児童にはその

重さが負担に感じられる可能性がある。 

⚫ 小学生では中学生や高校生より、デジタル教科書（タブレット端末やノート

パソコンなど）を持ち歩く際、それらの機器を落下・破損させる可能性が高

いと考えられるため、破損に対する対応も検討しておく必要があると考える。

破損した場合、自己負担で修理するとなれば、親の経済力により破損したま

ま使用せざるを得ない子も出てくる可能性がある。 
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⚫ デジタル教科書を導入するにあたっては、いきなり教室にそれを持ち込むの

ではなく、教師に対して十分な準備期間をとり、デジタル教科書をどのよう

に使えば効率的かつ効果的に授業を進めていくことができるかを研究して

おくことが必要と考える。 

⚫ スマートフォンやタブレット端末は、大量の情報を持ち運び必要な情報を何

時何処でも得ることが出来る、今や仕事や生活には欠かせないツールとなっ

ているため、これらのツールを子供たちが適切に学習に役立てることは有益

なことだが、一方、日本医師会・日本小児科医会が提唱している「子どもと

ITCの問題」に配慮する必要がある。デジタル教科書がネットとつながる環

境にも対応する場合、ネット依存の可能性もありうるので、有益性と依存の

問題の整合性に留意する必要がある。 

⚫ 平成 28 年に発達障害者支援法が改正され、「発達障害のある児童生徒がそ

の特性を踏まえた十分な教育が受けられるようにする」を踏まえると、発達

障害があり、普通にノートをとることが困難な児童生徒でも、タブレット等

を使った勉強だと上手くいく場合がある。 

これまでは、学校に対してタブレット等を使った学習をするように依頼して

も、「その子だけ特別扱いできない」と言われることがあった。誰もが使え

る環境になれば、特にタブレット等を使った方が良い子どもたちにとっても

良いことではないか。 

○ 眼科分野の意見 

⚫ ディスプレイの改良は目覚ましいものがあるが、まだ紙に替われるほどの

「見やすさ・優しさ」はないと思われる。窓際・廊下側、朝と午後など、教

室内の変化する環境の中で、明るさや反射を調節し、目に優しい状況を維持

するのは困難と思われる。 

ネットの問題を除外しても、現在の端末のディスプレイは、子供たちの視力

や脳に負担を強いるものである。また一画面しか無いディスプレイの場合、

画面上の情報量も紙媒体に到底及ばない部分がある。以上の如く端末はまだ

発展途上であり、子供たちへの適応は、試験的・限定的であるべきではない

だろうか。 

⚫ デジタルコンテンツに対しては画面の部分拡大だけで無く、電子書籍のよう

にフォントのサイズ変更や、背景色・文字色・文字の太さなど自由に変更で

きれば、視認性は上がり、視力や識字にハンディキャップのある児童生徒に

も有益と思われる。 

⚫ タブレット端末などの機器は文字や図を自在に拡大縮小することができる

とのことであり、デジタル教科書を導入することで、弱視の子供が健常児と

同じ教科書を使用して、授業を受けられる可能性が出てくるし、そこに読み

上げ機能を付随させれば、読字障害の子供も同じ教科書で勉強できる可能性

がある。 
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⚫ デジタル教科書を学校で使うのか、自宅で使うのか、学校と自宅の両方で使

うのかを考える必要がある。学校と自宅の両方でデジタル教科書を使った場

合、子供達は長時間スクリーンを見続けることになり、視力の低下を引き起

こす可能性、長期的には黄斑変性症や白内障のリスクが高くなるリスクを負

うことになる。 

⚫ 対応ソフト・アプリが、色覚異常・羞明・視覚過敏・視覚障害の種類等へ個

別に対応できるような配慮が必要。 

色覚異常については男性の約 5％の頻度であり、男女 40 人クラスには、大

凡 1 人程度色覚異常の児童生徒が在籍することになるので、紙媒体の教科

書はもちろん、デジタル教科書においても、色覚異常の児童生徒への配慮あ

る色使いや色のバリアフリーが必要である。 

⚫ デジタル教科書導入により近業作業継続による近視化の対策も今後必要と

なる。健康課題が生じないか、日常観察や学校健診等を通し、確認する体制

作りも必要。 

⚫ ブルーライトによる覚醒・睡眠障害への対策・配慮が必要。 

○ 整形外科分野の意見 

⚫ 子供たちの、一日のスマホやゲーム時間が身体に与える影響について日本臨

床整形外科学会で平成 28年度に行った運動器検診後受診アンケートとして

4,531人に行った調査によると、 

①受診勧告理由と PC/ゲーム時間との関係として、PC/ゲーム時間が長いほ

ど「腰の前屈・後屈時の腰の痛み」が出る傾向が見られた。 

②診断結果と PC/ゲーム時間との関係では、診断結果と PC/ゲーム時間との

関係では、腰椎分離すべり症・腰椎椎間板ヘルニア・その他の脊椎疾患な

どの脊椎関連疾患や下肢の硬さなどに、PC/ゲーム時間が長くなると増加

する傾向を認めたが顕著ではなかった。統計的有意差はないが、同一姿勢

を長く続ける傾向があり、そのため運動器に問題を起こす傾向があると

思われる。 

遊びと授業では異なるとは思うが参考にしていただきたい。 

以上 
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イアイ、視力低下、睡眠の質の低下、認知機能の

低下等への影響が大きい」との結果であった。

(2)ICT活用による児童生徒の健康への影響等

に関する調査

平成25年2～3月に、ICT活用校と対照校の各

1々0校（小学校・中学校が各5校）の児童生徒、

教員（総数5773名）に対してアンケート調査を実

施した。

ICTを活用した授業の前後で、児菫生徒の身体

の調子に顕著な変化は見受けられなかった。中学

校のICT活用校では、授業後に「目が疲れてい

る」割合が大きく、「電子黒板等の画面の見にくさ」

と関連があると考えられた。「電子黒板等の画面

が見にくかった」生徒は17.6％（小学校は9.7％）

であり、「目の疲れ」に影響等を与え、授業の円

滑な実施に支障を来すため、ICT画面の見にくさ

の原因や改善方法等を次年度にあらためて調査予

定とした。

なお、この調査から、児童生徒の「目の疲れ」

と「家庭でのテレビゲームの利用時間」「睡眠時

間」「視力」及び「眼鏡やコンタクトレンズ（以

下「CL｣)使用」に関連があると考えられた。

（3）学校のICT活用の留意事項に関する調査

平成25年11月～平成26年1月に、学びのイノベ

ーション事業実証校（小学校10校、中学校8校）

の一部等を対象として、現地訪問調査と児童生徒

(回答者数704人）へのアンケート調査を実施し

た。

調査対象の授業では、電子黒板の利用時間は小

学校が平均15分、中学校が平均17分であり、タブ

f

はじめに

平成23年4月、文部科学省は、平成32年（2020

年）に向けた「教育の情報化ビジョン」を立ち上

げ、総務省と連携して「学びのイノベーション事

業」を実施してきた。また、平成25年6月には、

|nformationandCommunicationTechnology

(以下「ICT｣)の活用等による新たな学びを推進

することが示された。その事業の一環として、1

人1台の情報端末、電子黒板、無線LAN等が整

備された環境の下で、ICTを効果的に活用して、

子どもたちが主体的に学習する「新たな学び」を

創造するための実証研究等を行い、得られた成果

や課題について「学びのイノベーション事業実証

研究報告書」をまとめた')。

今回は報告書の概要と、子どもの目の健康につ

いて報告する。
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I学びのイノベーション事業
実証既究報告書｣の児童生徒の
健康面八の影響等に関する調査
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（1）学校・教員へのアンケート調査

平成24年2～3月に、ICTの活用を実施してい

る187校、1080名の教員を対象に調査した。

ICT機器使用による健康面への影響では、ドラ

イアイ、視力低下、姿勢の悪化を懸念している学

校の割合が半数を超えており、電磁波の影響、ス

トレスを懸念する学校も比較的多かった。また、

｢タブレットPCやデスクトップPCによるドラ



レットPC利用時間は小学校が平均18分、中学校

が平均20分であった。

前述の結果から、健康面への影響等と健康配盧

の取り組みを表1，2に示す。

、学校のICT活用時の
健康への影響等に閏する冊子から

…専門家のコメント

「学びのイノベーション事業実証研究報告書」

では、「児童生徒の健康に留意してICTを活用す

るためのガイドブック」を収載している。今回は

そのガイドブックから、専門家のコメントと最近

の知見を以下に記す。詳細は、平成26年4月に発

行された「学びのイノベーション事業実証研究報

告書別冊資料編」を参考にされたい。

（1）子どもの視力

児菫生徒では、年齢上昇とともに近視の子ども

が増加する。ICT機器の利用によっても視力への

影響が考えられる。遠視ではタブレットPC等、

机上の作業で見にくさを感じる可能性があり、眼

科医のアドバイスを受けるなど配慮が必要である。

知見では、近視は遺伝的素因のある子どもが、

携帯ゲーム等の近くを見ることなどの環境要因に

より発症、悪化する。現在、近視進行の予防効果

と高い安全性を兼ね備えた治療法はない2)が、近

視予防の方法としては、長時間の近業作業はしな

い、眼鏡･CLの過矯正を避ける、野外活動の実

施、ストレスの軽減などが推奨されている3)。

（2）ドライアイ

ドライアイは、目の潤いを保つ涙が蒸発しやす

くなる状態をいう。タブレットPCや電子黒板を

集中して見続けると、まばたきの回数が減り、涙

が目の表面を十分に覆うことができなくなり、ド

ライアイになりやすくなる。涙はゴミを洗い流し

たり酸素を届けたりと、目にとって重要な役割を

果たしているため、ドライアイになると、しょぼ

しょぼする、充血、疲れ目をはじめ、様々な目の

トラブルを引き起こしやすくなる。授業では、タ

ブレットPCや電子黒板を長時間集中して見続け

ることがないように配慮する必要がある。

知見では、まばたきの回数減少やソフトCLは

ドライアイを生じやすくなる。まばたきは通常、

1分間に前方視が約208回、読書が約96回、ディ

スプレイが約61回、PCゲームが約5.2回と低下す

る。また、ソフトCLは目の表面の涙液を吸収し、

蒸発させる。モニターは目より低い位置に設置す

ると目の表面の露出面積が少なくなるため、涙液

が蒸発しにくくなる。ICT機器の使用時は、人工

涙液や角膜保護作用の点眼薬をすすめる。

（3）色のバリアフリー

公益財団法人日本学校保健会は、「学校保健

ポータルサイト」を開設している。この中の「色

のバリアフリーを理解するためのQ&A」には、

｢色覚異常についてのQ&A」「学校における色の

バリアフリーについてのQ&A」「進路指導につい

てのQ&A」という項目別に、様々な情報が提供

されている。

知見では、色覚異常を有する方は、男性が約20

人に1人、女性が約500名に1人いる。そのため、

学校での色のバリアフリーを実践する一方、色の

バリアフリーをはじめとする色覚に関する情報を

得ていただきたい。さらに、教科書、|CT活用で

は色のバリアフリーに配慮した教材を作成してい

ただきたい。また、公益社団法人日本眼科医会

の「色覚関連情報」（先天色覚異常への対応、法

令等）も利用できる。

○「学校保健ポータルサイト」

http://www.gakkohoken.jp/

○「色のバリアフリーを理解するためのQ&A」

http://www.gakkohoken.jp/modules/pico/

index,php？contentid=7

○公益社団法人日本眼科医会「色覚関連情報」

http://www.gankaikaiorjp/coIorvision/
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表1ICT活用に際しての健康面への影響等
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ICT利用により健康等に悪影響が生じているといった声は、現在まであがっていない（小学校、

中学校）

全般

･タブレットPC、ノートと目の距離が極端に近い生徒がいる。視力が悪い生徒や眼鏡をかけてい

る生徒は「長時間使うと見えにくい」と言っていた（中学校）

･電子黒板は教室を暗くしたほうが見えやすいが、生徒が電子黒板を注視しすぎてしまうため、結

果的に目が疲れやすくなってしまう（中学校）

･月1回、視力測定をしているが、特に影響は出ていない（小学校）

目の疲れ

タブレットPCを使用する時は、姿勢が前屈みになっている（中学校）

タブレットPCに専用のペンで入力する際、文字の誤認識が起こりやすいため、丁寧に書く必要

があり肩が凝ったりするとの声もある（中学校）

タブレットPCは机に置いて使うと映り込みがあることから、使いやすい姿勢や配置を生徒自身

で考えており、姿勢は紙の教科書で授業をしている場合よりも、むしろ良くなっている。また、

ストレート型の場合は、キーボードがソフトキーボードであるため、同様のことが起こっている

(中学校）

姿勢

2時数以上の連続授業では、長時間使い続けると、生徒から「疲れた」という意見は出てくる

(中学校）

1時数でも、授業中に常時タブレットPCを利用すると生徒は疲れてくるようだ（中学校）

疲労

･紙の教科書と比較して、タブレットPCの教材の文字サイズ等に見にくい部分がある場合に、児

童がいらいらすることもある（小学校）

･タッチペンによる操作の際、画面とポイントがずれていると児童はいらいらしている（小学校）

その他

※文部科学省「学びのイノベーション事業実証研究報告割(平成26年4月)より、一部改変

表21CT活用に際しての健康配慮の取組
▲毎
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星一℃．、蕊鑑閏(-蒟蕊I 児菫生徒の健康配慮の取組
］

･ICTの利用でも、黒板を利用する際と同様に、色覚異常を有する生徒への配慮として、文字色を

工夫したり、図形等を示す際には色名による指示を出さないようにしている（中学校）

､ポイントは20pt以上を使うようにし、背景に対して対照的な色を文字色に使用して、コントラス

トをつけるようにしている。また、重要な単語は文字色を変えている（中学校）

・電子黒板に投射すると、PC画面で見た時と色合いが変わることがあるので、事前に確認をして

いる（中学校）

.文字の書体は一定の太さがあるものを選択する（中学校）

.電子黒板を見ながら書きものをする場合、その場で机の向きを変えさせている（中学校）

教材・学

習指導の

対応

･電子黒板の高さを学年により変えている。低学年の教室では電子黒板を下に傾けて（下向きに設

置して）いる（小学校）

．狭い教室内で映り込みを避け、電子黒板を授業ごとに適切な位置に配置できるよう、スピーカー

を画面の横ではなく下側に配置することでコンパクトな形状とし、可動性を上げている（小学校）

･最前列と電子黒板との距離を意図的に空けている。電子黒板から遠い列の生徒の席を机ごと斜め

にしている（中学校）

･電子黒板を窓側に対して45度の角度に配置することで、映り込みを低減している（小学校）

･タブレットPCを机に置いて利用する際に、角度をつけられる付属品（本体保護カバー等）を当

初から導入している（中学校）

･生徒の意見を踏まえて、消灯したり、カーテンを閉めたりしている（中学校）

･光の反射で見えにくいときは、電子黒板を教壇の中央で使用する等、配置を工夫している（中学

校）

映り込み

．明るさ

の対応
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･タブレットPCを多く使う授業が連続しないよう、できるだけ配慮はしている（中学校）

･ひとつの授業では概ね10～15分程度を目途として、長時間は使わないようにしている（中学校）

･授業中等、生徒がタブレットPCを利用して良い時間を学校として定めており、教室内にも掲示

している。休み時間は基本的には生徒が使用することはないため、長時間の利用にはならない

（中学校）

利用時間

の対応
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※文部科学省「学びのイノベーション事業実証研究報告書｣(平成26年4月)より、一部改変



（4）睡眠前のICT機器の利用

睡眠前に強い光を浴びると、入眠作用があるホ

ルモン「メラトニン」の分泌が阻害され、寝つき

が悪くなる。睡眠前にICT機器を利用すると、

その画面の明るさから、寝つきが悪くなる可能性

がある。夜更かしを防止する意味でも、強い光を

発するICT機器の睡眠前の利用を控える。

（5）ブルーライト

液晶画面のバックライトに使われるLEDからは

ブルーライトが出ている。ブルーライトは目の疲

れなど、目に対する影響が議論されている。ブル

ーライトが目に障害を及ぼすのか、ブルーライト

を防止する必要があるかどうか、医学的な評価は

定まっていない現状である。知見では、ブルーラ

イト防止眼鏡等を制限する報告はない。

再1

A ４
㎡
卓

まとめ． 』

学校でのICT活用は、本邦は先進国の中では遅

れている。今回の報告では学校でのICT活用の健

康面への影響は少ない。ICT活用によるメリット

も理解できるが、－足早くICT教育を進めている

韓国では、子どもの学力に目立った成果が現れて

いない、資料を検索すると簡単に結果が出るため、

問題解決能力が落ちる、子どもの読書舅が減るな

どの批判がある。今後、適切なICT活用による教

育の適正化を期待する。

●参考文献1）文部科学省：学びのイノベーシヨン事業実証研究報告書、平成26年4月
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm

2）長谷部聡：学校近視の管理、日本の眼科84：5号、563-568、平成25年

3）所敬：小児の屈折異常、学校での視力検査の重要性と色覚検査の事後措置、第63回日本臨

床眼科学会インストラクションコース講演抄録、平成21年10月11日
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養護教諭、看護師、保健師のための
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学校看護
一学校環境と身体的支援を中心に一

撹釜翰繊､両泌帥､･侃榊鉢のための

学校看護
学松廼璃と鼻伸的盟聞硬噸心に
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識だけえでは濠〈、学稜という籔誉め場養護教諭をはじめとした「学校という場における看渡」に関わる職種の方に向け、看護の技術的側面の知

の背景や特徴をふまえた支援を検討し､編集したものです。学校という場における看謹を志望する方､またI学校という場における看謹を志望する方､または従事されている方に最適な1冊です。

一目次一 2多様な急性期症状と支援（頭痛、腹揃、嘔気・嘔吐、

I章学校看護概論 便 秘 、 げ り 、 発 熱 な ど ）

Ⅱ 章養護実践のプロセスⅥ章「特別な支援を要する身体上の課遡のある子ども

Ⅲ章学校における零縦的技術と家族」の理解と支援
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2さまざまな技術（感染予防、保健室等環境への活動、族の理解と支援（気管支喘息、アレルギー、先天性心

体位と移動、篭法、包帯法）疾患、糖尿病、腎臓病、てんかんなど）

Ⅳ章埜本的生活習慨と支援(援助)技術(発達段階別）3入院中・手術を受ける子どもと家族と支援
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第32()号学 校 保 健平成28年9月(2)

特集子どもとメディアⅢ (全5回予定）

ネット依存とその対策
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独寸行政法人国立病院機構久里浜医療センター院長樋口進
主任心理療法士三原聡子

’ こういった自分

で自分の状態を自

己評価する方法の

質問紙は、本人に

記入させると得点

が低くなる傾向が

ありますので、使

用の仕方には注意

が必要です。親御

さんや先生など、

本人の生活の様子

をよく知る大人が、

本人の状態が依存

’1,.ネッ,卜依存とはどういう状態か
スマホを使ってモンスターを集めるゲームが世界

的に大流行しています。主に屋外で行うゲームで、

歩き回ることが必須になっているので、ゲームへの

依存よりも、車との接触などの事故が懸念されてい

ます。しかし、そのケームでモンスターを集めるこ

とに夢中になって、学校に行かないなど、日常生活
に支障が出るほど、ゲーム中心の生活という状態に
なったら、依存に含まれるでしょう。

先生方や親御さんは、まず､目の前の子どもがネッ

ト依存なのかどうか、また、医療機関を受診する必
要があるのかどうかに迷われるのではないかと思い

ます。（ネット依存かどうかについては、診断基準の

中にネット依存が組み入れられていないため、実際
にはまだ基準がないのが現状です｡）しかし、ネット

依存のスクリーニングテストの試案はいくつか行わ
れています。そのうち、ネット依存の先駆的な研究

者のひとりであるYoung')の作成したDQ(Diagnostic

Questinnaire)を表1に掲載しました。これは、本人
にチェックしていただき、5間以上当てはまればネッ

ト依存を疑うというものです。

かどうか判断する際のひとつの目安としてチェック

していただいてもよいかと思います。

2．ネット依存にさせないために

生まれた時から生活の中にネットがあることが当

たり前であったスマホネイテイブである子どもたち

に対して、ネットの良い面だけではなく、負の側面

についても知識を伝え、自分の頭と心を使って現実

の人生を豊かにするようなネットの使い方ができる

子どもを育てていく予防教育が急務になっています。
ここからは、子どもたちをネット依存にさせないた

めに、どのようなことができるか考えてみたいと思

います。

心理教育

まずは、子どもたちにネットに夢中になりすぎる

と、依存状態になることもありうること、ネット依存
になると心身の健康や人間関係、将来の夢など、多

くのものを失う可能性があることを知らせるような

心理教育が必要だと思います。ネット依存におちい

ると起きる問題について表2にあげてあります。ネッ

トの使用時間の低減そのものを話題にしようとして

も、全く興味を示さない子どもの場合でも、たとえ

ば｢ネットを長時間、同じ姿勢で使い続けると、エコ
ノミークラス症候群になってしまうことがある｣｢運

動不足になって骨密度が低下してしまうこともある」
という身体的な問題の話には、耳を傾けてくれるこ

ともあります。

表1DiagnosticQuestionnaire')の邦訳版

あなたはインターネットに夢中になっていると感じて
いますか？（たとえば、前回にネットでしたことを考
えたり、次回ネットをすることを待ち望んでいたり、
など）
あなたは、満足をえるために、ネットを使う時間をだ
んだん長くしていかねばならないと感じていますか？
あなたは、ネット使用を制限したり、時間を減らした
り、完全にやめようとしたが、うまくいかなかったこ
とがたびたびありましたか？
ネットの使用時間を短くしたり、完全にやめようとし
た時、落ち着かなかったり、不機嫌や落ち込み、また
はイライラなどを感じますか？
あなたは、使い初めに意図したよりも長い時間オンラ
インの状態でいますか？
あなたは、ネットのために大切な人間関係、学校のこ
とや、部活のことを台無しにしたり、あやうくするよ
うなことがありましたか？
あなたは、ネットへの熱中のしすぎをかくすために、
家族、学校の先生やその他の人たちにうそをついたこ
とがありますか？
あなたは、問題から逃げるために、または、絶望的な
気持ち、罪悪感、不安、落ち込みなどといったいやな
気持から逃げるために、ネットを使いますか？
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５
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8

評価方法：5項目以上該当すれば「インターネット依存
の疑い」とする。
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